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1) Conseil Superieur de l'Agricdture， du Commerce et de l'Indus町ie.Enquete Tr町'tede 
Commerce avec l'Angleterre. Rapports des commissaires delegues et proces-verbaux des 

























3) Cf. K 恥i[arx，Das Kapital. Dietz Verlag， 1953 Bd. 1.， 5S.773-777， crマノレクス 2 エン





























7) Conseil Superie ur de l'Agrlcult町 e，du Commerce et cle l'Industrie. Enq叫teTraite de 
Commerce avec l'Angleterre lndustrie textile. Laine， 1860 
B) Conseil Superieur de l'Agricu).t恒久山 Commerceet de l'Industrie. F:ηqllhp. Traite占
Commerceαvec I'Angleterre. Industrie textile. Coton.lndustrie Metallurgique， 1860 
Ministrc dc Cornmcrcc. E.刊 uete町 lativea diverces prohibitions etablies，み l'enlreed.目
produits etrangers， comencee le 8 octobre '1834， sous la presidence de且5.T. Duchatel， 
Ministre du Comrnerce. Tome III. Fils et tissus de laine et de coton， 1835. 
9) 原料時入を考慮す制ま，ぶどう慣に比べて毛織物の地位が低くなることは避けられない。 L
か¥.-.この時期におL、ても重量で約月四原料羊毛を， とくに高級羊毛を自給していたことが羊
毛製品を三大輸出晶の一つに数えることを可能にしている。 Cf.CL F.品 len，op. cit.， p. 132. 
竹岡敬温.18世紀フランス毛織物工業拍成長と楯環(1)i大阪大芋経官学JVol. 31， No. 1， Juue 
1981， 31ベージ参照n
24 (24) 第 13B巻第1・2号
第 1蓑 1856-60年におけるフヲンスの輸出品構成(100万フラン〕
白
綿 糸l 毛 糸 8.4 ( 0.4;百〉
前島 織 物 69.0 ( ~.4%) 
毛 織 物 185.9 ( 9.1%) 
麻 織 物 16.0 ( 0.8%) 
品目 織 物 4445 ( 218%) 
μA、ゐ当 ど つ切』 酒 200.8 ( 9.9%) 
輸 出 総 額 2，037.9 (100 %) 
服部春彦，フフンス第二帝政下町貿易自由化と経済発展「名古屋
大学文学部研究論集(虫学)J20， 1973年.50ヘ ジ。
第 2表 185ト1860年の毛織物輸出 (100万フラン)
1851 1852 1853 1854 1855 1856 1857 1858 1859 1860 
イギリス 25.7 25.7 32 26.4 27 28.9 28.4 27.3 39.1 53.6 
ドイツ 2.5 2.2 3.2 3.4 4.6 11 13 12 11.1 11.9 関税同盟
ベルギー 13 13.1 15.2 19.9 18.2 18.4 14.7 16.9 15.5 15.9 
スイス 6.6 6.6 6.8 6.8 10.3 9.2 9.6 9.8 10.7 13.5 
トルコ 3.8 2.6 2.5 2 4.3 75 6.6 4.1 3.7 3.7 
アメリカ 13.3 15.7 22.5 21.6 21.4 31 26.3 17.9 28.1 34.1 合衆国
ブラジル 3.1 4.9 5.3 3.8 3.4 4.3 6 3.5 3.7 3.9 
7'レリ z 3.8 4.9 5.5 6.8 9.1 9 6.1 7.2 7 11.9 り ア
言| (71.8) (75.7) (93 ) (90.7) (98.3) (119.3) (110.7) (98.7) (118.9) (148.5) 
総計 159.7 




























輸出有 19 6 
大いに 3 5 
少 し 7 
司之 明 9 1 
輸出無 2 








10) Enquete (1860)， Rapports， ot. cit.， p.71 
11) 服部春彦， 19世紀中葉におけるフランスり貿易構造「名古屋大学文学部研究論集J21， 1974 
弘前掲二論文参闘の Cf.C1. Fohlen，噌白 cit.，即 153-157
26 (26) 第138告第1・2号
柄物ラシャであった山。
ところで1 主力輸出品の一つである柄物ラ γ ャの場合，特有な輸出方法が存



















12) イギリス人証人。 r長い間， フヲンス人 fabricantは，世界中の市場でイキリス品との競争
を維持してきfふとくに純毛の高，中級品，センス白必要な製品j 柄物は高い評判を博し，イ
ギりスへも輸出されてし、るJoEnquete (1860)， Laine， op. cit.， p.446 
13) Ibid.， pp. 392-393 
14) Ibid.， pp. 396 
15) Cf. Ibid" pι398， 404 





~ 1. 3 羊毛洗浄は自営か，それとも請負に出すか。






~ 2. 4 イギリスからの糸購入について。
Enquete (1800)， Laine， op. et't.， pp. XII-XVI. Enquete (1860)， Cotcm. ot. cit.， pp. XI-XIV. 
図
羊毛買1~ ・選別 洗浄・脱脂一一(染色") 一〈即日毛") 紡績













17) 芋毛商人を介して買付けられ。場合と， 直接脂入があり， 役者が増Xずる個向にあった。
Cf. lbid.， p. 1. rエルプ フの全てのヲンャ fabricantsは羊毛調達を自分で行ラム 「羊毛を
自分で調達することが我々の長所であるJ，lbid.， p. 94 
18) I多様な製造が原料購入を規定するJ， (ラシャ fabricant)lbid.. p. 67. r多様な製品を作
るので見本用だけで12台の織機を所有しているJ，lbid.， p.97. r柄物には極めて多様な羊毛を





















19) Ibid.， p.53. 
20) Cf. Ibid.， pp. 32， 44 
21) Cf. Ibid.， p.144 
22) Thid.， pp. 93， 94 
23) Ibid.， p. 48 
24) fabricnntによる全工程の統括と請負生産は， 原料と観品の多様性，止産00季節性から生じ
たものであり， したがって，これこそが高級品j 流行品に偏るフランス羊毛製品を支えたこと，
また逆に桂者によっ ζ規定されたζとは明らかである。 r羊毛買刊は， フランス人 faLricant
の方がうまし、JIbi正， p. 148. iイギリス人は，ファンタジー 品のき在色を企画Lえなし'JoIbid.， 
p. 35 















Enquett: (1860)， La印e.op. nt 
第7表準備工程の経営形態
請負 非請負
??? ??? ???? 4人口
1人
1) 全てウーステッド来紡績業者










特別な例としては， ヨーロッパ最大 1，300人を雇用する刷毛 pelgnage工場
を営む請負業者もいる叩n 逆に， われわれは， アンケートから， 多数の小
27) 改の証言も逆説的にではあるがこの事実を支持するもの。 r結績L業には白分が監督をする
ような小紡漬工場主もいるJop， 60， 
28) Cf. Ibid， p.598 
29) Cf. Ibid.， p. 479 























2) 1 人は20~. 黒地ラシャ生産。 1 人は250台，軍服用ラ
シ γ生リ陸。 Enquete(1860)， Laine， op. cit 
30) Cf. Ibid.， pp. 60， 208， 4El 
31) ソランλ草命前桂白請負生産を古む羊毛工業の構唱に出、ては Cf.Ch. Ballot， L' intro 
ductt'oηdu machinume dans l'ind山 triefrancaise， Patis， 1923， pp. 164， 165， 166， 193. 194， 
195， 224 服部春彦，前掲書，参照咽 183C年代の構造については Cf.L. Villermι Table叫
de [' etat physique et morα1 des ouvriers employes dans les manufactures de colon， de 
laine et de soie， tome 1， 1840， Paris， pp. 199， 220-221， 249， 255， 281， 336 
32) Enquete (1860). Laine， op. cit.， p. 584 




2 80台 140台 1，100台
3 150台 有
4 全て手織機
















33) Cf. Enquele (1860)， Laine， op. cit.， pp. 234， 361 桂者は，イギリス品を購入して比較し
30-35%の価悟差を得たものの，その原因はわからないと言う。イギリスの機械価格について
も知らないと答え，委員会に「知る気がないのでは」と皮肉られている。
34) Ibid.. p. 729 
35) なかには，イギリスD同種品について知らず， したがってイギリスが安価に生産Lうる原因
もわからず，関税率も算定L~ ないという栢端I:i:証人 4 いる。 Cf. lbid.. pp. 333， 338 







Enquete (1860)， Laine. op.日 t












紡績 ( 7) 
染色 く3)
商人 ( 7) 
計 (72) 
???
12 9 5 3 8 9 3 4 4 
4 l 2 1 1 3 2 l 
4 5 2 3 6 6 3 4 1 
5 4 3 1 
1 1 
1 2 1 1 













































機は完成途上であり，不完全Jo1 bid. p. 306 
37) Ibid.. p. 204. Cf. lbid.. p. 159 
38) Ibld.， p.133. 


























1)， Z) 各々， 3，000撞， 9，000錘の自動ミ品ー ル乞含む。
め イギリス町場合，ウー ステヲド織)般。
Enqueteく186の，Laine，中九 C弘








4の C王Ibid.，711. (メりヤス)， Cf. Ibid.， λ667. (ピロー トウ。「機帽制撤布は経糸目指の節約
にはり』しかも労働者はいつも監視下に置かれ，盗んだり，浪賀したりしえなしJ。









機はλピードが手織機の3倍にもなり 1人 2台使うと 6倍になるJo11858年
から全て機械制織機に転換した。細幅ものでは婦人，少女を雇用し，太l隔もの
は，男性に 1人2台を使わせている」山。 これが， 紡績業に近い証言の傾向を














41) Ibi可， pp. 412， 539. 
























.:1."1) Ibid.. P. 308 
44) Enquete (1町4)，op. citヲ p.601 同主旨の証言。「もし，イギリスに追従しようとすれば，
相続制度の変更が必要であろう。しかしz この大きな財産白樺lつに賛困白黒牛を見るであろ
う。賞困! ずなわち， イギりスを現に悩ませ， 将来さらに混乱させるであろうj それをJ，
Iuid.， p. 427 
45) Enquete (1860)， Laine， op.cit.， p. 208. (ヲシャ)， p， 629. (ルーへ織)， p. 753. (ルベ
日!jst業)。






















46) Ibid.， pp. 307， 73 さらに，数値化Lえたいイギリスの優位として， 1商業と植民地の大き
さがイギリス工業に保障する服売の容易なこと」をあげ， 1この植民地は決してフランス白取
引には開'"れていなし、」。 とする証言。 Ibid.，p 阻また原料羊毛についてのイギリス円支配
にかんしては， Cf. lbid.， p.168 
47) フヲンヌの進出を示す在言ιしては， Cf.lbi孔 pp.14-15， 24 
48) 逆に綿工業，金属工業の場合も，イギりスの原料支配，製品市場独占の意味は快して小さく
ないと考えるべきであり， 乙の点の偵目トJも必要。またj この点 Cソランλはイギリ λ以外り国
!々こ対しては優位を保持していたことも否定Lえない。





















"，20% 2 1 1 
，-，30% 1~ 4 8 
1) 広い帽で要求する場合j 品い方に数えた。
Enquete (1860)， Laine， op. cit. 
49) Ibid.， p.155.同様の発言はい〈っか見られる。 Cf.Ib吋l.，pp. 86， 363， 726 
fiO) Ibid.. pp. 116， 88.他には Cf.Ibid.. pp. 30， 86. 88. 115. 208， 560 




52) Ibiιp. 729. r我々 はどこでも競争を恐れなし、」との証言に. rそれこそ，官、がフランス円
全工業家に求める越度である」と絶賛する。 Ibid.，p. 734. 
53) r何故多くり輸出が行われてレるにもかかわらず，かくも高し関税率が求められるのかワ」
Ibid.， p.86 

















なかでも強い国際競争力を誇る，メリノ './3 ノーレ， レースの各部門に，少数
ながら I現在は不要ではあるが，将来のために保護を要求する」との証言が
存在することである5九中でも典型的なのは，メリノ織最大の fabricantの一




54) lbid.， pp. .'119， 157. 
55) Cf. Ibid. 546. rすでに始まヮている大工業化の動きは外国製機枇 とくに織機が容易に輸
入されるようになれば強也されミるであろう。転換期にあるランヌにとって機械の高価格が最大
の問題である 10Ibid.， p.424 
56) Ibid.， p.703 
57) Cf. lbid.， pp. 739， 634 





















レ」との証言。また条件が悪<，組織もきちんとしていない 2， 3， 10台
の手織機を使う fabricantは機械制織布に転換しえない」叫。これらの荘言は，
技術的条件を別にすれば，フランス羊毛工業の国際競争力を支える生産体制そ
58) Cf. Ibid.， pp. 590-604他に.， ，イギリスは現在，製造していないが，機械制織布が実現
されれば，機械の安価によって我々 よりはるかに有利になる」との証言も Ibid.，p. 577. (メ
リノ織業者，製品の%を輸出する大 fnbricnnt)。
59) Ibid.， pp. 372 (描鍛)， 447 (ラシャ〉。
60) Cf. lbid.， p.30'9. 
61) Ibid.， pp. 231， 208 

























62) Ibid_， p_ XIII 
63) 賃金問題と生産性とを結びつける質問もなされる。 Cf.Ibiム p.556
64) これがどこまで現実性を持コかは別としても， 方で蛍働者に自由貿易政策を納得させ，他
方では資本家にも つの方向を示すものではある。
42- (4~) 第 138巻第1.2号
果それが不可能になってしまった。 …我々の発展を止めているのは， 1848年




















1860年ア γケ トは. 1. n金属工業.111羊毛工業， IV綿工業.V麻，絹工
業， VI種々の工業，および，報告，法律集から成立っている。われわれは，す
でに，その過半の検討を終えた。残りの分析を急<"とともに，それらを総括L.
05) Ibid.， pp. 206， 660 
66) Cf. lbid.， pp. 12ι418， 501， 509， 572， 658， 673 
英仏通尚条約とフランス羊毛ム業 (43) 43 
1860年，英仏通商条約締結時のソヲンλ資本主義の全体像を再構成する ζ と，
それが今後の課題となるであろ唱。
(1985年 9月18日〉
